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経済建設委員会視察報告書

視 察 日 平成３０年 ５月１４日

視 察 先 農事組合法人ファーム・おだ

視察目的 集落営農の在り方、行政との連携

視察先の概要

河内町小田地区の概要

※平成22年頃より若い12世帯が移住定着している
約５０名増加し、人口減少は横ばい。 4
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集落営農の方向性

小田営農の特徴は何か（1）

1. 「活力のある農業」と「元気な地域」の実現を目指す
「新2階建方式の集落営農」とは

1階部分 自治組織「共和の郷・おだ」
-旧小田村を実質復活させた「手作り：小さな役場」
-全住民参加のむらづくり活動（農家・非農家全員）

2階部分 実働組織「ファーム・おだ」,「寄りん菜屋」
-経済活動組織 旧小田農協＋商工会の復活
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視察先の内容
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集落営農の成功のポイント
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地元に還元できている利益
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n 所感

農地の集約は、早急の課題として存在します。農家は家内産業であり法人化

は検討課題として久しく取り扱われてきました。然しそれ故農地の集約化は進

まず、兼業農家として外で得た収入を農業につぎ込む体系が長らく維持されて

きました。である為にその体系の苦労から次世代就農者を育てることが出来ず、

それぞれの事業者の負担が増える状況に甘んじてきました。

昨今の議論の中では、農業の株式会社化が取り沙汰されてきました。

今回、ファームおだにて、集約化と農事組合法人として経営が成り立つ農業

を確認でき、新城においても農業の新しい形にむけて行政の寄り添い方を検討

する必要を感じました。

n 見習う点

n 「集落法人リーダー養成講座」の実施

n 将来ビジョンの提示（小田の「未来創造図」）

n 6次産業の促進（独自の販売ルートにて、自身の価格設定とブランド化


